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杉
本
茂
十
郎

　
　
も
う
ひ
と
つ
の
人
物
像

猛
獣
出
現　

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
夏
の
頃
よ
り
、
日
の

本
橋
の
西
の
方
角
よ
り
に
怪
し
き
猛
獣
が
杉
の
本
に
出
現
し

て
、
人
民
を
悩
ま
せ
た
。
こ
の
猛
獣
は
金
銀
を
見
て
は
笑
い
、

不
作
飢
饉
を
悦
び
、
人
々
が
「
油
汗
」
を
絞
っ
て
得
た
金
銀
を

狙
う
。

　

こ
の
よ
う
な
猛
獣
が
天
下
の
城
下
町
江
戸
に
居
て
は
、
金
銀

米
穀
を
思
い
の
ま
ま
と
し
、
四
民
の
憂
い
は
非
常
な
も
の
で
、

あ
た
か
も
幕
府
転
覆
を
企
て
た
由
井
正
雪
・
丸
橋
忠
弥
に
も
匹

敵
し
よ
う
。
退
治
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

　

こ
の
風
聞
記
録
に
は
恐
る
べ

き
猛
獣
の
絵
も
認
め
ら
れ
て
い

る
。
針
が
あ
っ
て
下
を
突
き
落

と
し
、
尾
は
ま
む
し
で
金
銀
あ

る
人
を
さ
す
と
い
い
、鳴
く
声
は
「
御
用
金
、
御
用
金
」
と
い
っ

た
と
い
う
。
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
が
右
上
の
図
で
あ
る
（「
文
化
中

町
方
留
書
」
神
宮
文
庫
所
蔵
）。

杉
本
茂
十
郎
へ
の
怨
嗟　

こ
の「
猛
獣
」に
は
モ
デ
ル
が
い
る
。

杉
本
茂
十
郎
そ
の
人
で
あ
る
。「
も
じ
ゅ
う
ろ
う
」
を
も
じ
っ

て
の
「
も
う
じ
ゅ
う
」
に
他
な
ら
な
い
。
で
は
、
こ
の
人
物
は

文
化
年
間
の
江
戸
で
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
怨
嗟
の
念
を
向
け
ら
れ

江     

戸

一
八
一
六
―
一
八
一
九

東
京
市
史
稿
産
業
篇

第
四
十
九
解
読
の
手
引
き

　

平
成
二
十
年
三
月

　
　
　

東
京
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公
文
書
館

     

目 

次

杉
本
茂
十
郎

　

も
う
ひ
と
つ
の
人
物
像
…
…
…

1

今
様
大
江
戸
瓦
版
…
…
…
…
…
…

6



2

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
あ
ら
た
め
て
従
来
紹
介
さ
れ

て
き
た
杉
本
茂
十
郎
像
を
要
約
し
て
お
こ
う
。

　

甲
斐
国
夏
目
原
村
出
身
。
生
没
年
不
詳
。
寛
政
十
年
（
一
七 

九
八
）、
江
戸
の
定
飛
脚
問
屋
大
坂
屋
茂
兵
衛
の
養
子
と
な
り
、

翌
年
家
督
を
相
続
。
大
坂
屋
の
経
営
建
て
直
し
に
奮
闘
す
る
と

と
も
に
、
飛
脚
運
賃
の
値
上
げ
を
め
ぐ
り
十
組
問
屋
と
の
交
渉

に
当
た
り
、
そ
の
敏
腕
を
発
揮
。
相
手
方
の
十
組
問
屋
側
に
も

評
価
さ
れ
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
砂
糖
問
屋
と
十
組
問

屋
仲
間
の
紛
争
調
停
に
力
を
発
揮
す
る
と
、
次
第
に
発
言
力
を

高
め
、
菱
垣
廻
船
の
再
建
と
流
通
機
構
再
編
に
尽
力
し
た
。
同

年
、
家
業
を
義
弟
に
譲
り
茂
十
郎
と
改
称
。
翌
年
、
三
橋
会
所

の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
と
そ
の
頭
取
に
就
任
し
た
。
こ
の
会
所

は
大
坂
か
ら
の
下
り
商
品
の
輸
送
を
行
う
菱
垣
廻
船
の
復
興

と
、
そ
れ
ら
の
商
品
を
扱
う
問
屋
仲
間
の
利
益
を
図
る
目
的
で

結
成
さ
れ
、
大
川
筋
の
三
つ
の
橋
の
架
替
え
や
修
復
を
請
け

負
っ
た
こ
と
か
ら
三
橋
会
所
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
多
額
の
冥
加

金
が
三
橋
会
所
を
通
じ
て
幕
府
に
年
々
上
納
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
会
所
で
運
用
す
る
差
加
金
を
諸
問
屋
か
ら
集

め
、
大
坂
・
江
戸
で
大
量
の
買
米
を
行
い
、
幕
府
の
米
価
調
節

に
協
力
し
た
。
こ
う
し
た
功
績
に
よ
り
茂
十
郎
自
身
は
文
化
六

年
、
三
人
扶
持
・
苗
字
御
免
・
肩
衣
着
用
・
地
割
役
次
席
を
許

さ
れ
、
翌
七
年
に
は
町
奉
行
所
御
用
達
を
任
じ
ら
れ
る
。
ま
た

文
化
十
年
四
月
に
は
、
株
数
を
固
定
し
た
特
権
的
株
仲
間
の
地

位
保
障
が
実
現
し
て
い
る
。
先
の
風
聞
記
録
に
あ
る
文
化
十
年

の
夏
と
は
ま
さ
に
こ
の
独
占
的
株
仲
間
認
定
の
時
期
に
あ
た
っ

て
い
る
。
町
年
寄
樽
与
左
衛
門
ら
と
結
ん
だ
強
圧
的
な
会
所
運

営
と
、
度
重
な
る
多
額
の
出
金
強
要
は
、
菱
垣
廻
船
の
復
興
や

株
仲
間
の
特
権
認
定
と
い
う
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
力
問
屋

商
人
ら
の
反
感
を
招
き
、
他
方
、
こ
の
特
権
に
与
か
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
商
人
ら
か
ら
の
恨
み
は
言
う
を
ま
た
な
い
と
こ

ろ
で
、
江
戸
の
情
報
空
間
に
は
、
杉
本
茂
十
郎
や
樽
与
左
衛
門

へ
の
怨
嗟
の
声
が
充
満
す
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

茂
十
郎
の
手
紙
と
著
作　

甲
斐
の
近
世
史
研
究
に
長
年
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
弦
間
耕
一
氏
は
、
近
年
杉
本
茂
十
郎
の
生
家
で

あ
る
、
夏
目
原
村
（
現
山
梨
県
笛
吹
市
）
の
平
松
家
文
書
を
調

査
さ
れ
、
杉
本
茂
十
郎
の
書
簡
な
ど
貴
重
な
史
料
を
紹
介
さ
れ
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た
。
さ
ら
に
弦
間
氏
は
心
学
者
志
村
天
目
の
も
と
で
茂
十
郎
と

同
門
だ
っ
た
小
池
龍
沢
の
生
家
で
、
茂
十
郎
の
思
想
信
条
を
知

る
た
め
の
唯
一
の
手
が
か
り
と
さ
れ
た
彼
の
著
作
「
顕
元
録
」

を
発
見
、
紹
介
さ
れ
た
。『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
四
十
九

に
は
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
翻
刻
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

こ
か
ら
は
、
江
戸
の
情
報
空
間
に
お
け
る
言
説
か
ら
は
窺
う
こ

と
の
で
き
な
い
、
杉
本
茂
十
郎
の
も
う
ひ
と
つ
の
容
貌
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

生
没
年
が
判
明　

す
で
に
弦
間
耕
一
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
た

が
、
杉
本
茂
十
郎
が
実
家
に
送
っ
た
書
簡
の
中
に
茂
十
郎
が
厄

年
、
す
な
わ
ち
四
十
二
歳
を
迎
え
た
年
の
も
の
が
あ
る
。
弦
間

氏
は
こ
れ
を
文
化
十
年
と
推
定
し
、
逆
算
し
て
茂
十
郎
の
生
年

を
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
と
さ
れ
て
い
た
。
今
回
収
載
し
た

書
簡
か
ら
、
文
中
に
「
米
方
一
件
」
に
忙
殺
さ
れ
「
大
心
痛
」

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
件
を
、
伊
勢
町
米
会
所
設
立
の
こ
と

と
考
え
る
と
時
期
を
追
っ
て
筋
が
通
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の

点
か
ら
も
弦
間
氏
の
推
定
、
す
な
わ
ち
杉
本
茂
十
郎
が
安
永
元

年
生
ま
れ
と
い
う
説
の
確
度
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
茂

十
郎
の
没
年
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
月
十
三
日
で
、
三

橋
会
所
頭
取
・
町
奉
行
所
御
用
達
な
ど
を
罷
免
さ
れ
て
か
ら
三

年
後
、
五
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

「
顕
元
録
」
の
成
立　

杉
本
茂
十
郎
の
著
作
「
顕
元
録
」
は
文

化
五
年
六
月
に
成
立
し
た
。
冒
頭
に
「
家
族
に
諭
さ
ん
と
心
の

儘
を
爰
に
記
し
ぬ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
の
家

族
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
年
三
月
二
日
付
書
簡
で
、
養
家

の
大
坂
屋
茂
兵
衛
の
家
督
を
義
弟
に
譲
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
顕
元
録
」
は
飛
脚
問
屋
大
坂
屋
の
家

督
継
承
者
へ
、
御
府
内
町
人
と
し
て
の
心
が
け
を
説
く
と
い
う

前
提
で
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。翌
文
化
六
年
正
月
、

茂
十
郎
は
三
橋
会
所
設
立
に
向
け
て
諸
問
屋
を
呼
び
出
し
、
冥

加
金
上
納
を
求
め
る
が
、
こ
の
時
の
模
様
を
記
録
し
た
木
綿
問

屋
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
茂
十
郎
は
、
居
丈
高
に
自
作
の

「
顕
元
録
」
を
読
み
聞
か
せ
た
上
、
冥
加
金
を
強
要
し
、
そ
の

あ
り
さ
ま
は
あ
た
か
も
本
願
寺
宗
門
の
法
談
僧
の
よ
う
だ
っ
た

と
い
う
（「
茂
十
郎
一
件
太
物
店
口
達
」）。「
顕
元
録
」
は
、
仁

義
礼
智
信
の
五
常
を
守
り
、
東
照
神
君
は
じ
め
御
上
様
の
御
恩
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沢
、
国
恩
に
報
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
そ
の
際
、
耕
作
し

て
年
貢
を
納
め
る
百
姓
と
違
い
、
町
人
は
御
国
恩
の
あ
り
が
た

き
こ
と
を
忘
れ
、
自
分
の
才
覚
で
裕
福
に
な
っ
た
と
ば
か
り
心

得
、
心
儘
に
増
長
す
る
故
数
代
相
続
す
る
者
も
少
な
い
と
述
べ

て
い
る
。
こ
う
し
た
町
人
観
は
自
ら
の
家
督
を
継
ぐ
者
へ
の
教

訓
と
な
る
と
同
時
に
、
問
屋
商
人
に
多
額
の
御
国
恩
冥
加
を
要

請
し
、「
感
服
せ
よ
」
と
迫
る
際
の
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
も

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

夏
目
原
村
の
実
家
へ
は
、
作
成
か
ら
二
年
後
の
文
化
七
年
五

月
、
親
類
の
加
賀
美
氏
を
介
し
て
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
翻

刻
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
実
家
の
兄
か
ら
経
済
的
支
援
を

求
め
ら
れ
た
の
に
対
す
る
書
簡
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

「
正
直
に
し
て
家
業
怠
り
な
く
一
心
を
御
守
り
な
ら
れ
候
時

は
、天
道
自
然
の
理
に
し
て
、亦
々
幸
い
の
時
至
り
申
す
べ
し
」

と
、
百
姓
の
本
分
に
立
つ
こ
と
を
求
め
る
目
的
で
「
顕
元
録
」

を
届
け
、
自
分
の
死
後
も
夏
目
原
の
実
家
に
大
切
に
致
し
置
く

よ
う
伝
え
て
い
る
。

実
家
へ
の
尽
力　

従
来
知
ら
れ
て
い
た
杉
本
茂
十
郎
は
、
も
っ

ぱ
ら
江
戸
の
流
通
経
済
界
で
辣
腕
を
ふ
る
い
、
町
年
寄
や
町
奉

行
ら
と
結
ん
で
幕
府
へ
の
冥
加
金
集
金
マ
シ
ー
ン
と
し
て
機
能

し
、
自
ら
の
栄
達
を
遂
げ
た
時
代
の
大
立
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
夏
目
原
村
小
宮
山
家
の
三
男
十
女
の
末

子
と
し
て
生
ま
れ
、
十
八
歳
で
江
戸
に
出
て
、
二
十
七
歳
の
時

に
飛
脚
問
屋
大
坂
屋
へ
養
子
に
入
っ
た
彼
は
、
そ
の
後
、
一
時

期
こ
そ
甲
州
の
家
族
や
親
類
縁
者
の
面
会
を
避
け
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
終
生
、
実
家
の
安
否
を
気
に
か
け
続
け
た
。
そ
の

表
れ
は
、
実
家
の
質
地
請
戻
し
と
、
先
祖
代
々
の
法
名
格
上
げ

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

実
兄
次
左
衛
門
が
当
主
で
あ
っ
た
小
宮
山
家
、
の
ち
の
平
松

家
は
借
財
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
と

い
う
か
ら
、
茂
十
郎
が
大
坂
屋
の
家
督
を
継
ぎ
そ
の
経
営
再
建

に
尽
力
し
て
い
る
さ
な
か
、金
二
百
五
十
両
の
大
金
を
工
面
し
、

い
っ
た
ん
は
借
財
を
解
消
し
た
が
、
文
化
十
三
年
末
、
再
び
金

百
四
十
両
と
二
十
七
匁
余
を
拠
出
し
、質
地
請
戻
し
を
行
っ
た
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
亡
く
な
っ
た
父
左
五
右
衛
門
が
粒

粒
辛
苦
の
末
「
格
別
結
構
に
相
成
候
地
所
」
の
流
失
を
防
い
だ
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こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
間
、
茂
十
郎
は
菩
提
寺
・
慈
泉
院
に
眠
る
先
祖
代
々
の

法
名
に
も
気
を
配
り
、
文
化
十
年
段
階
で
、
実
兄
に
対
し
代
々

の
法
名
書
上
げ
を
届
け
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
が
、
文

化
十
三
年
六
月
、
歴
代
の
法
名
に
院
号
を
加
え
、
新
た
に
こ
れ

を
ま
と
め
た
位
牌
と
、
そ
の
位
牌
を
収
納
す
る
厨
子
を
実
家
に

寄
贈
し
て
い
る
。

家
・
村
か
ら
み
た
茂
十
郎
の
人
生　

村
に
生
ま
れ
な
が
ら
三
男

故
に
家
を
継
ぐ
こ
と
は
で
き
ず
江
戸
に
出
た
茂
十
郎
。
そ
の
後

飛
脚
問
屋
の
養
子
と
な
り
、
町
人
身
分
と
し
て
立
っ
た
の
も
つ

か
の
間
、
家
督
を
譲
り
、
菱
垣
廻
船
積
問
屋
仲
間
の
再
興
と
三

橋
会
所
の
設
立
運
営
に
奔
走
す
る
内
、「
身
分
柄
格
別
に
御
取

立
て
下
し
置
か
れ
、
御
家
人
に
相
加
わ
り
」、
立
身
出
世
を
遂

げ
た
が
、
文
政
二
年
に
は
扶
持
・
特
権
を
す
べ
て
剥
奪
さ
れ
て

し
ま
う
。
堅
固
な
身
分
制
の
社
会
と
い
う
江
戸
時
代
の
常
識
と

は
か
け
離
れ
た
、
波
乱
に
と
ん
だ
生
涯
で
あ
る
。
江
戸
の
視
線

で
と
ら
え
れ
ば
、
そ
の
一
生
は
成
り
上
が
り
と
凋
落
の
過
程
で

し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
で
培
っ
た
才
気
と

気
概
を
も
と
に
苛
烈
な
人
生
を
生
き
た
茂
十
郎
の
思
想
の
基
盤

に
は
、
自
ら
が
そ
こ
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
家
と
村
へ
の

思
い
が
終
生
変
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

今
回
の
掲
載
に
際
し
、
茂
十
郎
の
生
家
で
あ
る
平
松
家
に
伺

い
、
史
料
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
現
在
は
桃
と
葡
萄
を

専
門
に
栽
培
す
る
農
園
を
経
営
さ
れ
て
い
る
。
二
度
目
の
撮
影

の
際
、
居
間
に
飾
ら
れ
た
短
冊
の
句
が
目
に
留
ま
っ
た
。

　
　

農
一
途　

支
え
て
く
れ
た　

妻
が
居
て

　

平
松
家
十
二
代
、
春
哉
氏
の
句
で
あ
る
。
す
で
に
経
営
は
ご

子
息
が
中
心
に
担
っ
て
お
ら
れ
、
こ
れ
は
穏
や
か
な
人
生
回
顧

の
一
句
。

　

故
郷
甲
斐
を
離
れ
三
十
年
余
、
江
戸
で
奮
闘
し
つ
つ
家
と
村

に
思
い
を
馳
せ
続
け
た
杉
本
茂
十
郎
の
信
念
は
、
お
よ
そ
二
百

年
を
隔
て
て
「
農
一
途
」
と
い
う
人
生
に
結
実
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

【
参
考
文
献
】
弦
間
耕
一
『
近
世
甲
斐
の
諸
相
』（
矢
野
出
版
、

二
〇
〇
七
年
）
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《
文
化
十
三
年
＝
一
八
一
六
年
》

　

石
灰
蠣
殻
灰
仲
買
仲
間
、
内
部
取
締
り
を
強
化

三
月　

石
灰
蠣
殻
灰
仲
買
仲
間
は
商
品
取
引
に
つ
い
て
の
議
定

を
取
り
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
同
仲
間
は
、
す
で
に
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）
に
同
様
の
議
定
を
取
り
結
ん
で
い
た
が
、
こ
の

度
六
名
の
違
反
者
が
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
再
議
定

の
運
び
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
議
定
で
と
く
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
石
灰
に

他
灰
を
混
ぜ
る
「
直
し
灰
」
と
い
う
違
反
行
為
で
あ
る
。
商
品

の
名
目
で
あ
る
「
本
山
灰
」「
山
灰
」
は
八
王
子
石
灰
に
限
っ

て
使
用
す
る
こ
と
や
、
灰
類
に
似
た
「
房
州
磨
砂
」
を
混
ぜ
合

わ
せ
る
こ
と
の
禁
止
な
ど
を
厳
し
く
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
御
用
石
灰
に
は
石
灰
だ
け
を
使
用
す
る
こ
と
も
定
め
て
い

る
。

　

関
係
者
は
、
こ
の
議
定
の
設
定
に
よ
り
商
品
の
質
と
信
用
を

保
証
し
つ
つ
、業
者
間
で
の
せ
り
合
い
に
よ
る
値
崩
れ
を
防
ぎ
、

会
所
の
管
理
を
強
化
し
て
、
仲
間
内
で
の
妥
当
な
値
段
の
設
定

が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
と
語
っ
て
い
る
。
→
産
業
49
―
96
頁
。

　

書
物
師
出
雲
寺
、
武
鑑
の
奥
書
を
摺
り
替
え
て
板
行

　
　
　
　

町
奉
行
、
出
雲
寺
に
急
度
叱
り
を
申
し
付
け
る

五
月
二
十
三
日　

町
奉
行
永
田
正
道
は
幕
府
御
書
物
師
出
雲
寺

源
七
郎
に
対
し
、
須
原
屋
版
文
化
武
鑑
に
御
三
家
付
家
老
の
名

を
増
補
し
た
上
、
奥
書
を
出
雲
寺
の
名
前
に
替
え
て
出
版
し
た

と
し
て
急
度
叱
り
を
申
し
付
け
た
。
出
雲
寺
は
近
年
、
武
鑑

株
を
譲
渡
し
刊
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
が
、
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
六
月
、
須
原
屋
か
ら
一
八
〇
両
で
株
を
買
い
取

り
刊
行
に
着
手
し
た
。
新
し
い
試
み
と
し
て
御
三
家
の
付
家
老

を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
板
木
の
新
刻
が
間
に
合
わ

ず
、
急
遽
、
須
原
屋
版
文
化
武
鑑
に
加
筆
分
を
綴
じ
込
み
、
奥

書
の
名
前
を
替
え
て
細
工
所
へ
納
入
し
た
。こ
の
事
態
に
対
し
、

町
奉
行
と
老
中
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
町
奉
行
は
武

鑑
の
綴
じ
替
え
の
み
を
問
題
視
し
て
い
る
が
、
老
中
は
出
版
取

今
様
大
江
戸
瓦
版
文
化
十
三
年
よ
り

文
政
二
年
ま
で
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締
令
を
遵
守
し
て
、
御
三
家
付
家
老
の
記
事
の
掲
載
自
体
を
禁

じ
、
別
途
、
許
可
を
受
け
て
出
版
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
再
板

手
続
き
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
武
鑑
に
新
味
を
加
え
よ
う
と
す

る
出
雲
寺
と
、新
規
出
版
物
と
し
て
統
制
す
る
幕
府
と
の
対
立
。

今
後
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。
→
産
業
49
―
121
頁
。

　

江
戸
内
湾
漁
業
組
合
で
議
定
が
締
結
さ
れ
る

六
月　

御
菜
七
カ
浦
（
芝
金
杉
と
本
芝
浦
・
品
川
浦
・
大
井
御

林
浦
・
羽
田
浦
・
生
麦
浦
・
新
宿
浦
・
神
奈
川
浦
）
と
武
州
久

良
岐
郡
、
相
模
三
浦
郡
、
上
総
周
准
郡
の
江
戸
内
湾
四
〇
浦
に

よ
り
会
合
が
持
た
れ
議
定
が
締
結
さ
れ
た
。

　

議
定
に
は
、
浦
方
取
締
り
の
た
め
の
会
合
を
年
一
回
開
催
す

る
こ
と
、
新
規
の
漁
猟
禁
止
や
磯
付
浦
の
漁
猟
制
限
、
議
定
に

違
反
し
た
浦
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
取
締
方
等
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。

　

議
定
が
結
ば
れ
た
背
景
に
は
、近
年
勢
力
の
拡
大
が
著
し
い
、

磯
付
村
（
農
間
渡
世
と
し
て
漁
業
に
従
事
す
る
村
）
と
の
確
執

が
あ
る
。
先
月
も
御
菜
七
カ
浦
が
、
磯
付
村
に
よ
る
漁
猟
の
侵

害
を
代
官
大
貫
次
右
衛
門
へ
報
告
し
て
お
り
、今
回
の
議
定
も
、

羽田弁財天社（『江戸名所図会』巻二）
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旧
来
か
ら
の
漁
業
秩
序
を
御
菜
七
ケ
浦
を
中
心
に
し
て
再
確
認

し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
→
港
湾
2
―
492
頁
。

　

町
方
の
治
安
回
復
を　

徒
党
に
よ
る
乱
妨
行
為
に
禁
令

七
月
十
八
日　

最
近
江
戸
市
中
・
近
郊
地
域
に
お
い
て
、
家
屋

打
ち
壊
し
な
ど
の
乱
妨
行
為
が
相
次
い
で
い
る
。
今
年
三
月
に

は
、
霊
岸
島
川
口
町
留
次
郎
ら
三
人
と
深
川
北
松
代
町
の
者
と

の
喧
嘩
を
発
端
に
、
六
十
人
余
り
が
こ
れ
に
荷
担
し
た
騒
動
が

あ
っ
た
。
こ
の
事
態
を
重
く
見
た
町
奉
行
は
、
霊
岸
島
・
深
川

騒
動
の
関
係
者
を
「
公
儀
を
も
恐
れ
ぬ
不
届
者
」
と
し
て
厳
重

に
処
罰
、
そ
の
上
で
今
日
徒
党
に
よ
る
乱
妨
行
為
の
禁
止
を
触

れ
出
し
た
。

　

禁
令
は
、
人
数
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
徒
党
を
組
む
こ
と
の
禁

止
、
家
屋
・
家
財
を
打
ち
壊
す
な
ど
し
て
乱
妨
行
為
を
す
る
こ

と
の
禁
止
、違
反
者
に
対
す
る
処
罰
規
定
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
違
反
者
を
確
実
に
逮
捕
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
の
声
が
あ
る
の
も
事
実
。
実
際
、
霊
岸
島
・
深
川
の
一

件
と
同
時
期
に
起
こ
っ
た
常
州
の
騒
動
で
は
、
未
だ
に
主
犯
の

逮
捕
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

果
た
し
て
こ
の
禁
令
は
乱
妨
行
為
減
少
に
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
町
奉
行
当
局
の
今
後
の
取
り
組
み
が
注

目
さ
れ
る
。
→
産
業
49
―
159
頁
。

　

大
風
雨
に
よ
る
出
水
、
本
所
深
川
浸
水
被
害

閏
八
月
四
日　

昨
三
日
か
ら
の
大
風
雨
は
本
日
昼
頃
ま
で
続

き
、
大
川
が
出
水
、
本
所
・
深
川
辺
に
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
芝
地
域
で
は
、
大
風
に
よ
っ
て
寺
院
の
屋
根
の
破
風
が
大

破
、
瓦
も
数
カ
所
に
わ
た
っ
て
落
ち
た
ほ
か
板
塀
も
六
十
間
以

上
が
破
損
・
倒
壊
し
た
。
寺
の
役
者
は
、
近
年
で
は
覚
え
が
な

い
ほ
ど
の
大
風
だ
っ
た
と
そ
の
衝
撃
を
語
っ
て
い
る
。

　

昼
十
二
時
頃
に
は
町
奉
行
所
の
本
所
改
方
与
力
・
同
心
ら
が

永
代
橋
に
詰
め
始
め
、
両
国
橋
に
も
同
心
が
詰
め
て
い
た
が
、

圦
樋
等
の
見
廻
り
に
も
人
員
が
割
か
れ
た
た
め
、
応
援
の
同
心

が
駆
け
つ
け
て
い
る
。
し
ば
ら
く
は
不
眠
不
休
の
警
備
が
続
き

そ
う
だ
。

　

大
川
の
増
水
は
、
雨
の
止
ん
だ
午
後
二
時
～
三
時
頃
か
ら
観

測
さ
れ
て
い
る
。
平
時
の
大
潮
の
観
測
値
よ
り
約
一
五
〇
セ
ン

チ
ほ
ど
水
位
が
上
が
っ
て
お
り
、
午
後
九
時
頃
に
は
さ
ら
に
増
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し
て
約
一
八
〇
セ
ン
チ
に
ま
で
な
っ
た
と
い
う
。
往
来
の
冠
水

も
報
告
さ
れ
、
午
後
三
時
頃
、
竪
川
通
の
南
側
、
本
所
林
町
辺

り
は
表
往
還
で
三
〇
セ
ン
チ
、
裏
道
で
六
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
水
が

上
が
り
、
低
地
で
は
床
上
浸
水
し
た
場
所
も
あ
る
。
竪
川
通
沿

い
の
武
家
地
は
悉
く
浸
水
し
た
と
の
情
報
も
あ
る
。

　

一
方
、
増
水
と
強
風
の
影
響
で
人
足
寄
場
脇
に
繋
留
し
て
い

た
廻
船
が
押
し
流
さ
れ
、
永
代
橋
に
押
し
当
た
る
事
故
が
発
生

し
た
。
幸
い
に
も
通
行
が
出
来
な
く
な
る
ほ
ど
の
損
所
は
な

か
っ
た
が
、
繋
留
中
の
装
備
が
不
十
分
で
、
乗
組
員
も
不
足
し

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
廻
船
問
屋
の
管
理
責
任
を
追
及
す
る
声

も
あ
が
り
そ
う
だ
。

　

今
回
の
被
害
に
対
し
、
町
会
所
か
ら
の
救
済
と
し
て
、
床
上

浸
水
の
者
へ
一
人
に
つ
き
白
米
五
升
・
銭
五
百
文
ず
つ
、
床
下

浸
水
の
者
へ
一
人
に
つ
き
白
米
三
升
・
銭
二
百
文
ず
つ
が
、
い

ず
れ
も
四
才
以
上
の
者
へ
下
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
→
産
業
49

―
172
頁
、
変
災
2
―
603
頁
、
救
済
2
―

1144
頁
。

《
文
化
十
四
年
＝
一
八
一
七
年
》

　

廻
船
問
屋
が
乗
上
事
故
防
止
策
を
提
出

正
月
二
十
五
日　

廻
船
問
屋
仲
間
が
廻
船
の
永
代
橋
へ
の
乗
り

上
げ
防
止
策
を
ま
と
め
、
町
奉
行
所
へ
提
出
し
た
。

　

昨
年
、
二
度
に
わ
た
っ
て
永
代
橋
へ
の
乗
り
上
げ
事
故
が
発

生
し
た
の
を
う
け
、
廻
船
問
屋
仲
間
で
対
応
策
を
協
議
し
て
い

た
。
先
に
、
①
売
船
・
囲
船
の
品
川
沖
へ
の
停
泊
、
②
平
常
時

か
ら
の
仲
間
に
よ
る
巡
回
、
③
船
の
規
模
に
応
じ
た
適
正
な
船

員
数
の
配
置
、
④
綱
・
碇
の
増
強
、
の
四
項
目
を
対
応
策
と
し

て
上
申
し
、
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
今
日
正
式
に
確
認

書
を
提
出
し
た
。

　

昨
年
の
事
故
は
、
十
一
月
十
日
夜
、
人
足
寄
場
前
の
川
中
に

お
い
て
暴
風
雨
に
よ
り
三
艘
が
吹
き
流
さ
れ
永
代
橋
へ
乗
り
上

げ
て
し
ま
い
、
周
辺
他
船
の
船
員
を
動
員
し
て
沖
合
へ
船
を
引

き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
の
一
艘
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
閏
八
月
四
日
の
台
風
の
際
に
も
永
代
橋
へ
の
乗
り
上
げ
事
故

を
起
こ
し
て
い
た
。

　

本
来
、
人
足
寄
場
前
か
ら
大
川
端
町
前
の
川
へ
入
津
す
る
廻
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船
は
、
荷
物
の
水
揚
・
積
入
後
に
は
速
や
か
に
出
帆
し
、
ま
た

船
員
が
常
駐
し
て
い
る
。
し
か
し
、
売
買
交
渉
中
の
船
は
船
員

に
暇
を
出
し
不
慣
れ
な
者
に
船
番
を
さ
せ
、
船
具
等
も
売
り
払

い
、
川
中
に
停
泊
さ
せ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
暴
風
雨
の
際
に

対
応
で
き
ず
昨
年
の
事
故
に
至
っ
て
い
た
。
個
々
の
船
の
問
題

に
と
ど
め
ず
、
廻
船
問
屋
と
し
て
の
取
締
責
任
が
明
確
に
な
っ

た
こ
と
で
、
事
故
再
発
防
止
が
期
待
さ
れ
る
。
→
産
業
篇
49
―

296
頁
。

　

両
国
柳
橋
万
屋
に
て
「
大
酒
大
食
の
会
」
開
催

三
月
二
十
三
日　

両
国
柳
橋
万
屋
八
郎
兵
衛
方
（「
万
八
」）
で

「
大
酒
大
食
の
会
」
が
挙
行
さ
れ
、
酒
組
・
菓
子
組
・
飯
組
な

ど
に
分
か
れ
て
大
酒
大
食
自
慢
た
ち
が
競
い
あ
っ
た
。

　

ま
ず
酒
組
で
は
、
芝
口
の
鯉
屋
利
兵
衛
さ
ん
（
三
〇
）
が
、

三
升
入
の
盃
を
六
盃
半
、合
計
二
斗
五
合
を
飲
み
干
し
た
。
が
、

さ
す
が
に
そ
の
座
に
倒
れ
て
休
息
、
茶
碗
に
て
水
十
七
盃
を
飲

ん
だ
と
い
う
。
七
升
半
を
飲
み
干
し
た
小
石
川
の
天
堀
屋
七
右

衛
門
さ
ん
（
七
三
）
は
、
そ
の
帰
り
道
、
湯
島
聖
堂
の
土
手
で

倒
れ
、
明
七
ツ
時
ま
で
眠
り
込
ん
だ
と
か
。

　

菓
子
組
で
は
丸
山
片
町
安
達
屋
新
八
さ
ん
（
四
五
）
が
美
作

餅
三
十
箇
・
煎
餅
二
百
枚
・
梅
干
一
升
・
お
茶
を
十
七
盃
飲
ん
だ
。

飯
組
で
は
駿
河
町
万
屋
伊
之
助
さ
ん
（
二
一
）
が
六
十
八
盃
を

平
ら
げ
、蕎
麦
組
で
は
新
吉
原
町
桐
屋
惣
左
衛
門
さ
ん（
四
三
）

が
五
十
七
盃
を
平
ら
げ
た
。

　

作
家
の
滝
沢
馬
琴
さ
ん
は
「
わ
た
し
も
、
大
食
大
飲
の
ひ
と

を
間
近
で
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
や
は
り
胃
腸
が
ふ
つ

う
の
人
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
え
」

と
い
う
。
→
市
街
34
―
867
頁
。

　

銭
さ
し
商
人
の
押
し
売
り
取
締
り
へ

四
月
二
十
一
日　

新
規
開
業
の
商
店
な
ど
へ
、
武
家
中
間
の
銭

さ
し
売
り
や
町
方
の
銭
さ
し
売
り
が
や
っ
て
き
て
、銭
さ
し（
銭

を
束
ね
る
紐
）
を
強
引
に
販
売
す
る
な
ど
の
不
法
行
為
が
相
次

ぎ
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
問
題
で
、
こ
の
度
、
銭
さ
し
押
売

の
実
態
が
、
十
一
番
組
肝
煎
名
主
の
内
密
調
査
を
受
け
て
南
町

奉
行
所
へ
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
間
ら
は
銭
さ
し
の
押
売
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
酒
代
な
ど
の
名
目
で
商
店
よ
り
金
銭
を
巻
き
上
げ
て
い
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る
。
さ
ら
に
そ
の
金
銭
が
少
な
い
と
、
中
間
同
士
の
喧
嘩
と
称

し
て
店
前
で
騒
ぎ
立
て
、
町
方
の
銭
さ
し
売
を
調
停
者
と
す
る

こ
と
で
、
示
談
金
を
せ
し
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と

い
う
。

　

報
告
を
受
け
た
町
奉
行
所
で
は
、
取
締
策
の
検
討
に
入
る
予

定
だ
。
→
産
業
49
―
316
頁
。

　

馬
喰
町
貸
付
会
所
に
権
限
を
集
中

　
　
　

幕
府
、
公
金
貸
付
へ
の
統
制
を
強
化

十
二
月
十
日　

幕
府
は
馬
喰
町
郡
代
屋
敷
御
貸
付
役
所
の
権
限

を
強
化
し
、
公
金
貸
付
機
関
の
統
制
・
強
化
を
図
る
と
発
表
し

た
。
今
回
具
体
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
廻
代
官

二
十
二
名
が
個
別
に
取
り
扱
っ
て
き
た
公
金
貸
付
業
務
の
見
直

し
策
で
、
同
役
所
に
一
元
化
し
一
手
に
引
き
受
け
る
と
い
う
。

こ
れ
に
伴
い
、
新
た
に
勘
定
奉
行
二
名
を
含
む
十
八
名
の
勘
定

所
役
人
を「
貸
付
掛
」に
任
命
し
て
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
公
金
貸
付
高
は
年
々
増
加
し
、
三
百
万
両
に
達
す
る

と
も
見
ら
れ
て
い
る
が
、
次
第
に
貸
付
金
返
済
の
遅
延
、
焦
げ

付
き
問
題
の
発
生
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
→
産
業
49
―
405
頁

　

伊
丹
ブ
ラ
ン
ド
の
便
乗
商
品
に
近
衛
家
困
惑
、
摘
発
を
指
示

十
二
月
十
二
日　

最
近
相
次
い
で
発
覚
し
た
伊
丹
酒
の
便
乗
商

品
に
、
京
都
の
公
卿
・
近
衛
家
が
つ
い
に
対
策
を
命
じ
た
。

　

も
と
も
と
摂
津
国
伊
丹
で
は
酒
造
が
盛
ん
で
、
酒
の
品
質
も

高
く
各
地
で
人
気
が
高
い
。
こ
の
伊
丹
は
近
衛
家
領
で
あ
り
、

同
家
が
酒
造
を
奨
励
し
て
品
質
も
管
理
し
て
い
る
。
近
衛
家
で

は
、
品
質
管
理
の
証
明
と
な
る
特
別
な
焼
印
の
使
用
を
酒
屋
に

許
可
し
て
、
伊
丹
ブ
ラ
ン
ド
の
お
酒
と
し
て
、
江
戸
な
ど
の
各

地
に
流
通
さ
せ
て
き
た
。

　

し
か
し
最
近
、
こ
の
焼
印
に
似
せ
た
印
を
使
っ
て
販
売
し
て

い
る
酒
造
業
者
が
続
出
し
、
先
月
も
酒
問
屋
九
軒
が
他
領
で
拵

え
た
酒
に
伊
丹
酒
の
も
の
と
似
通
っ
た
焼
印
を
使
っ
て
販
売
し

て
い
た
こ
と
が
発
覚
、
近
衛
家
は
厳
重
注
意
を
申
し
渡
し
た
。

近
衛
家
代
官
は
、
今
後
も
し
そ
の
よ
う
な
酒
を
み
つ
け
た
ら
差

し
押
さ
え
る
よ
う
、
伊
丹
酒
造
仲
間
に
命
じ
た
。

　

近
衛
家
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
幕
府
も
こ
の
違
反
を
問
題

視
し
て
い
る
模
様
だ
。
→
産
業
49
―
427
頁
。
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《
文
化
十
五
（
文
政
元
）
年
＝
一
八
一
八
年
》

　

町
奉
行
所
隠
密
廻
り
の
職
掌
判
明

正
月
十
一
日　

南
北
町
奉
行
所
隠
密
廻
り
の
職
掌
が
、
肝
煎
名

主
に
内
密
に
知
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
内
容
に
該
当
す
る
風
聞

等
が
あ
れ
ば
通
報
さ
せ
る
意
図
と
み
ら
れ
る
。

　

隠
密
廻
り
は
同
心
の
み
で
構
成
さ
れ
、
町
奉
行
直
属
の
た
め

与
力
の
差
図
を
受
け
ず
に
行
動
す
る
。
だ
が
同
じ
同
心
専
任
で

あ
る
定
廻
り
・
臨
時
廻
り
と
は
異
な
り
、毎
年
発
行
さ
れ
る
「
町

鑑
」
に
隠
密
廻
り
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ど
こ
で
誰
が

探
索
に
動
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
そ
隠
密
廻
り
な
の
だ
。

　

今
回
知
ら
さ
れ
た
職
務
内
容
は
、
大
半
が
定
廻
り
・
臨
時
廻

り
と
同
様
で
治
安
維
持
・
風
俗
取
締
が
主
な
も
の
だ
が
、
上
司

で
あ
る
奉
行
ら
を
監
視
す
る
役
目
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
取
締
り
以
外
に
も
、
孝
行
者
・
奇
特
者
に
関
す
る
情
報

収
集
も
扱
う
と
い
う
。
名
主
か
ら
上
申
す
れ
ば
、
真
偽
を
確
認

し
た
上
で
褒
賞
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
も
あ
れ
、
庶
民
に
と
っ
て
は
、「
口
は
災
い
の
元
」、
あ
ら

ぬ
嫌
疑
を
受
け
ぬ
よ
う
用
心
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
→
産
業

49
―
437
頁
。

親孝行者を見届ける隠密廻りの図
　　　　『藤岡屋日記』第二十四
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再
び
倹
約
令
、
幕
府
三
カ
年
倹
約
令
を
発
令

四
月
一
日　

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
十
二
月
に
解
除
さ
れ

た
倹
約
令
が
再
び
発
令
さ
れ
た
。前
回
は
五
カ
年
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
三
カ
年
。
役
所
の
経
常
支
出
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

拝
借
金
の
禁
止
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
旗
本
た
ち
は
再
び
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
の
倹
約
令
実
施
の
背
景
に
は
、
臨
時
経
費
の
支
出
増
大

が
あ
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
以
来
三
度
に
渡
り
実
施
さ

れ
た
倹
約
令
に
よ
り
、幕
府
は
財
政
再
建
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
時
は
回
復
す
る
か
に
見
え
た
が
、
蝦
夷
地
経
営
や
朝
鮮
通
信

使
の
来
聘
、
将
軍
の
子
女
の
縁
組
な
ど
の
臨
時
経
費
の
支
出
に

よ
り
、
再
び
財
政
は
破
綻
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

　

去
年
招
集
さ
れ
た
幕
閣
の
会
議
上
で
、
勘
定
奉
行
服
部
貞
勝

と
古
川
氏
清
の
両
名
は
「
こ
れ
以
上
臨
時
経
費
が
増
加
す
る
な

ら
、
今
後
の
幕
府
財
政
は
見
通
し
が
立
た
な
い
」
と
深
刻
な
財

政
事
情
を
報
告
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
幕
府
は
強
い
危
機

感
を
も
っ
て
再
度
倹
約
令
実
施
に
踏
み
切
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
→
産
業
49
―
457
頁
。

　

諸
芸
人
の
集
会
取
締
り
強
化

十
月
十
一
日　

近
年
の
江
戸
市
中
で
は
、
書
画
・
生
け
花
・
詩

歌
・
連
歌
俳
諧
の
会
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
芸
人
の
芸

名
披
露
集
会
な
ど
が
華
美
に
な
る
こ
と
を
戒
め
る
た
め
、
こ
の

度
取
り
締
ま
り
の
御
触
が
出
た
。
集
会
案
内
の
摺
物
の
絵
柄
や

会
の
趣
旨
に
問
題
が
な
い
か
、
そ
の
支
配
に
あ
た
る
肝
煎
名
主

が
監
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
会
の
開
催
は
春
秋
・
四
季
・

月
ご
と
の
会
ま
で
漏
ら
さ
ず
届
出
制
と
さ
れ
、
関
係
者
は
す
べ

て
請
印
を
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

去
る
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
八
月
に
も
、
同
様
の
御
触

が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
は
諸
芸
師
匠
弟
子
に
よ
る
浚
い
会

の
摺
物
の
絵
柄
に
つ
い
て
の
み
で
あ
っ
た
。
今
回
は
さ
ら
に
対

象
を
広
げ
厳
し
い
管
理
規
則
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
→
産
業

49
―
601
頁
。

　

米
価
下
落
、
富
裕
町
人
・
米
問
屋
が
米
の
買
い
入
れ
へ   

十
月
十
六
日　

町
奉
行
は
、
最
近
の
米
価
下
落
を
抑
制
す
る
た

め
、
身
元
宜
し
き
町
人
、
米
問
屋
ら
に
米
の
買
い
入
れ
を
命
じ

た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
呉
服
仲
間
が
一
三
〇
〇
俵
、
十
組
問
屋
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が
一
五
三
〇
俵
、
南
伝
馬
町
二
丁
目
ほ
か
四
カ
町
の
富
裕
町
人

三
十
二
人
が
四
五
八
俵
を
買
い
入
れ
て
い
る
。
三
井
家
越
後
屋

八
郎
右
衛
門
は
、
今
年
九
月
、
紀
州
藩
の
扶
持
米
三
〇
〇
石
を

買
い
上
げ
た
こ
と
を
理
由
に
、
今
回
の
割
り
当
て
を
五
〇
俵
に

押
さ
え
て
く
れ
る
よ
う
申
し
出
て
い
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ

一
八
八
俵
を
買
い
入
れ
た
。

　

寛
政
期
以
来
、
米
の
好
作
柄
が
続
き
米
価
は
慢
性
的
な
下
落

状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
物
価
は
高
騰
を
続
け
て
い

る
。
幕
府
は
寛
政
改
革
の
低
物
価
対
策
を
継
承
し
て
、
米
価
引

き
上
げ
・
諸
物
価
引
き
下
げ
を
目
指
す
が
、
は
た
し
て
、
今
回

の
米
の
買
い
入
れ
は
こ
の
矛
盾
を
解
決
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

→
産
業
49
―
613
頁
。

《
文
政
二
年
＝
一
八
一
九
年
》

　

越
後
屋
三
井
家
、
一
族
で
倹
約
を
申
し
合
わ
せ

三
月　

二
月
二
十
九
日
夜
、
本
石
町
一
丁
目
か
ら
出
火
し
た
火

事
で
江
戸
店
・
抱
屋
敷
等
を
焼
失
し
た
越
後
屋
三
井
家
は
、
一

族
で
倹
約
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　

今
回
の
火
事
で
駿
河
町
三
店
、
糸
見
世
抱
屋
敷
、
本
町
一
丁

目
抱
屋
敷
を
焼
失
し
た
三
井
家
は
、
過
去
に
も
京
都
・
大
坂
・

江
戸
で
店
・
屋
敷
を
焼
失
し
て
お
り
、
度
々
類
焼
の
被
害
を
受

け
て
い
る
。
十
四
年
前
の
火
事
で
焼
失
し
た
江
戸
店
四
店
な
ど

の
普
請
金
の
埋
め
合
わ
せ
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
上
に
、
さ

ら
な
る
負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
が
、
一
層
商
売
に
励
む
一
方

で
、
一
族
や
店
々
へ
の
支
給
金
の
一
部
を
一
～
二
割
カ
ッ
ト
し

た
り
、
音
信
の
回
数
を
減
ら
す
こ
と
で
倹
約
を
目
指
す
。

　

一
族
が
協
力
し
て
倹
約
す
る
こ
と
で
、
三
井
家
存
続
の
危
機

を
脱
し
た
い
考
え
の
よ
う
だ
。
→
産
業
49
―
648
頁
。

　

三
橋
会
所
廃
止　

杉
本
茂
十
郎
は
町
奉
行
所
御
用
達
も
解
任

六
月
二
十
五
日　

今
日
、
三
橋
会
所
頭
取
杉
本
茂
十
郎
と
、
菱

垣
廻
船
積
十
組
問
屋
仲
間
大
行
事
・
惣
行
事
が
北
町
奉
行
所
に

召
喚
さ
れ
、
三
橋
会
所
の
廃
止
、
杉
本
茂
十
郎
の
頭
取
解
任
が

申
し
渡
さ
れ
た
。
杉
本
は
町
奉
行
所
御
用
達
・
町
年
寄
次
席
の

地
位
も
失
い
、
十
組
大
行
事
・
惣
行
事
に
は
過
料
銭
五
貫
文
が

課
さ
れ
た
。
今
回
、
直
接
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
前
年
の
冥

加
金
が
上
納
延
期
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
組
に
返
済
せ
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ず
、
三
橋
会
所
の
借
金
穴
埋
め
に
流
用
し
た
件
、
ま
た
会
所
に

幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
拝
領
屋
敷
の
地
代
も
仲
間
に
割
り
戻
す

こ
と
な
く
会
所
入
用
に
使
っ
て
い
た
件
の
二
点
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
米
価
引
き
上
げ
を
画
策
し
た
買
米
の
失
敗
か
ら
多

額
の
借
金
を
背
負
い
、
そ
の
後
、
伊
勢
町
米
会
所
設
立
な
ど
で

起
死
回
生
を
期
す
も
の
の
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終
わ
り
、
集
金

マ
シ
ー
ン
と
し
て
も
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
っ
た
三
橋
会
所

に
、
幕
府
が
見
切
り
を
つ
け
た
も
の
と
い
う
見
方
が
有
力
だ
。

→
産
業
49
―
720
頁
。

　

通
日
雇
の
雇
用
責
任
を
明
確
に  

取
締
強
化
へ
対
策

六
月　

諸
大
名
の
参
勤
交
代
や
遠
国
奉
行
衆
の
御
用
通
行
の
際

に
雇
用
さ
れ
る
通
日
雇
た
ち
に
よ
る
道
中
各
宿
場
で
の
不
法
行

為
に
対
し
て
、
通
日
雇
の
派
遣
元
で
あ
る
江
戸
六
組
飛
脚
問
屋

仲
間
が
再
発
防
止
策
を
定
め
た
。

　

通
日
雇
と
は
、
江
戸
か
ら
在
所
ま
で
を
通
し
て
雇
用
さ
れ
る

道
中
人
足
の
こ
と
で
、
多
く
は
飛
脚
問
屋
か
ら
派
遣
さ
れ
る
。

　

今
回
、
不
法
行
為
を
お
こ
な
っ
た
通
日
雇
の
派
遣
元
が
不
明

確
で
責
任
の
所
在
が
問
え
な
い
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
江
戸
六
組
飛
脚
問
屋
仲
間
は
、
通
日
雇
の
派
遣

先
と
そ
の
人
数
を
あ
ら
か
じ
め
先
触
と
し
て
道
中
宿
に
回
覧
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
か
り
に
通
日
雇
に
よ
る
不
法
行
為

が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
場
で
契
約
を
破
棄
し
、
宿
方

の
契
約
社
員
で
あ
る
宿
継
人
足
を
公
定
賃
銭
で
雇
用
す
る
こ
と

と
し
、
宿
方
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
体
制
の
実
現
を
図
っ
た
。

　

こ
の
と
り
決
め
は
、
今
月
東
海
道
の
各
宿
で
な
さ
れ
、
つ
い

で
九
月
に
は
中
山
道
の
各
宿
で
も
締
結
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
→

産
業
49
―
874
頁
。

　

諸
物
価
引
下
令

七
月
七
日
～
八
月　

米
価
の
低
落
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸

物
価
高
値
と
い
う
状
況
が
続
く
な
か
、
幕
府
は
去
る
七
月
七
日

に
諸
物
価
引
き
下
げ
を
命
じ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
肝
煎
名
主
や

各
問
屋
仲
間
な
ど
に
価
格
の
現
状
と
想
定
さ
れ
る
引
下
げ
率
調

査
・
書
き
上
げ
が
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
米
を
原
料
と
す

る
酒
・
酢
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
八
月
に
は
一
三
三
品
目

に
及
ぶ
諸
物
価
の
引
き
下
げ
率
が
決
定
し
た
。

　

今
回
の
物
価
引
下
令
は
質
屋
の
質
利
足
の
引
き
下
げ
に
ま
で
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及
ぶ
な
ど
徹
底
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、「
米
価
安
の
諸

色
高
」
と
い
う
構
造
的
な
問
題
の
解
決
に
ど
こ
ま
で
奏
功
す
る

か
に
は
疑
問
の
声
も
あ
る
。
→
産
業
49
―
892
、
903
頁
。

　

東
西
葛
西
領
の
村
々
、

　
　

下
肥
直
段
引
き
下
げ
の
議
定
書
を
作
成

十
一
月　

武
蔵
国
東
葛
西
領
・
西
葛
西
領
八
十
八
カ
村
の
惣
代

十
五
名
が
下
肥
直
段
引
き
下
げ
要
求
に
関
す
る
議
定
を
結
ん

だ
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
か
ら
五
年
間
、
下
掃
除
値
段
を

一
律
四
割
五
分
引
き
に
す
る
よ
う
江
戸
町
中
の
家
主
へ
提
案
す

る
こ
と
、
百
姓
へ
の
下
肥
の
売
値
を
三
割
三
分
引
き
に
す
る
こ

と
、
値
段
引
き
下
げ
に
乗
じ
た
粗
悪
品
の
売
買
禁
止
、
下
掃
除

権
譲
渡
の
際
に
は
村
役
人
・
惣
代
へ
届
け
出
る
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

近
頃
の
下
肥
の
高
騰
は
諸
物
価
高
値
の
影
響
と
の
見
方
も
あ

る
が
、
ど
う
や
ら
原
因
は
下
掃
除
人
に
よ
る
値
段
の
せ
り
上
げ

に
あ
る
ら
し
い
。下
肥
値
段
の
上
昇
は
農
村
を
直
撃
し
て
お
り
、

年
貢
を
納
め
、
下
肥
代
を
支
払
う
と
、
村
人
の
手
元
に
は
ほ
と

ん
ど
収
入
が
残
ら
な
い
。
下
肥
が
農
作
業
に
欠
か
せ
な
い
肥
料

で
あ
る
だ
け
に
状
況
は
深
刻
だ
。
村
々
は
惣
代
を
選
出
し
て
幕

府
に
対
し
て
訴
願
運
動
を
展
開
し
て
い
く
構
え
だ
。
訴
願
に
必

要
な
経
費
は
一
日
銭
六
〇
〇
文
の
見
積
も
り
で
村
々
か
ら
捻
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
→
産
業
49
―
977
頁
。

　
　
　
（
付
記
）

　

各
記
事
の
末
尾
に
付
し
た
の
は
『
東
京
市
史
稿
』
各
篇
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
関
連
史
料
の
掲
載
箇
所
で
す
。た
と
え
ば
、

産
業
49
―
96
頁
は
、
産
業
篇
第
四
十
九
の
九
十
六
頁
を
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
史
料
本
文
に
あ
た
っ
て
ご
味
読

く
だ
さ
い
。


